
す
。検

討
会
で
は
、
農
業
委
員

と
農
地
利
用
最
適
化
推
進
委

員
の
活
動
、
農
業
委
員
会
の

業
務
に
つ
い
て
、
課
題
の
解

決
に
向
け
た
意
見
を
出
し
合

い
、
今
後
の
具
体
的
な
取
り

組
み
に
つ
な
げ
る
。

８
月
に
開
い
た
１
回
目
の

検
討
会
で
は
「
今
後
の
農
業

委
員
会
活
動
に
お
い
て
女
性

の
視
点
が
重
要
」
な
ど
の
意

見
が
出
さ
れ
た
。

今
後
、
具
体
的
方
策
を
提

言
書
に
し
て
、
今
年
12
月
中

に
農
業
委
員
会
会
長
が
受
け

取
る
こ
と
と
し
て
い
る
。

（
金
沢
市
農
業
委
員
会
）

員
に
占
め
る
女
性
の
割
合
30

％
以
上
で
、
２
０
２
６
年
度

（
女
性
委
員
は
26
年
７
月
の

改
選
時
）
で
の
達
成
を
め
ざ

体
策
を
提
言
書
に
と
り
ま
と

め
て
も
ら
い
、
取
り
組
み
に

生
か
し
た
い
考
え
だ
。

農
業
委
員
会
が
掲
げ
る
目

標
は
、
①
担
い
手
へ
の
農
地

集
積
率
80
％
以
上
②
農
業
委

【
石
川
】
担
い
手
へ
の
農

地
集
積
率
向
上
と
女
性
農
業

委
員
の
増
加
を
め
ざ
す
金
沢

市
農
業
委
員
会
は
、
有
識
者

と
農
業
者
か
ら
な
る
検
討
会

を
立
ち
上
げ
た
。
年
内
に
具

員
の
「
最
先
端
の
有
機
農
業

を
知
り
、
有
機
農
業
へ
の
転

換
に
つ
い
て
考
え
る
」
と
題

す
る
講
義
を
受
け
た
。
池
田

さ
ん
は
、
有
機
農
産
物
の
身

体
へ
の
効
能
を
説
き
、
「
長

期
保
存
や
輸
送
に
は
適
さ
な

い
面
も
あ
る
た
め
、
消
費
者

に
近
い
都
市
部
で
の
生
産
に

親
和
性
が
あ
る｣

と
話
し
た


か
き
つ
畑
♪
で
は
、
都
市

と
農
村
の
共
生
に
向
け
た
イ

ベ
ン
ト
を
今
後
も
予
定
し
て

お
り
、
子
ど
も
た
ち
が
農
業

に
接
す
る
き
っ
か
け
づ
く
り

を
し
て
い
き
た
い
と
し
て
い

る
。

で
都
市
型
有
機

農
業
を
テ
ー
マ

に
し
た
勉
強
会

を
開
い
た
＝
写

真
。
消
費
地
に

近
い
都
市
農
業

を
有
機
農
法
と

す
る
こ
と
で
、

消
費
者
の
信
頼

が
よ
り
高
ま
る

と
期
待
さ
れ
て

い
る
。

参
加
者
は
、
か
き
つ
畑
♪

の
体
験
農
園
や
生
産
緑
地
に

あ
る
圃
場
な
ど
を
視
察
し
た

後
、
北
海
道
農
業
研
究
セ
ン

タ
ー
・
池
田
成
志
上
級
研
究

【
愛
知
】
都
市
と
農
業
が

共
生
す
る
ま
ち
づ
く
り
の
実

現
を
め
ざ
す
知
立
市
の
「
Ｎ

Ｐ
Ｏ
法
人
か
き
つ
畑
♪
」
は

９
月
20
日
、
知
立
文
化
広
場

ど
を
使
っ
た
料
理
を
試
食
し

た
。２

日
目
の
視
察
で
は
、
道

の
駅
小
谷
で
マ
イ
ス
タ
ー
の

宮
澤
貴
子
さ
ん
が
代
表
を
務

め
る
「
お
た
り
娘
の
会
」
の

蕎
麦

そ

ば

お
や
き
の
様
子
を
視

察
。
白
馬
村
で
は
白
馬
農
場

直
営
の
「
農
か
ふ
ぇ
」
で
マ

イ
ス
タ
ー
の
津
滝
明
子
さ
ん

か
ら
６
次
産
業
化
、
直
売

所
、
学
校
給
食
へ
の
食
材
提

供
な
ど
の
説
明
を
受
け
た
。

（
北
ア
ル
プ
ス
地
区
農
業

委
員
会
協
議
会
）

員
７
４
２
人
）
が
主
催
し
、

会
員
94
人
が
参
加
し
た
。

研
修
で
は
、
「
先
輩
マ
イ

ス
タ
ー
の
お
話
と
交
流
」
を

テ
ー
マ
に
、
小
谷
村
の
相
澤

つ
た
ゑ
さ
ん
が
「
小
谷
村
の

く
ら
し
、
漬
物
、
山
菜
、
加

工
な
ど
に
つ
い
て
」
を
対
話

形
式
で
講
話
し
た
ほ
か
、
地

元
産
の
食
用
ほ
お
ず
き
、
ミ

ニ
ト
マ
ト
、
信
州
サ
ー
モ

ン
、
紫
米
、
赤
ニ
ン
ニ
ク
な

【
長
野
】
県
農
村
生
活
マ

イ
ス
タ
ー
の
つ
ど
い
が
９
月

４
、
５
日
、
小
谷
村
の
白
馬

ア
ル
プ
ス
ホ
テ
ル
で
開
か

れ
、
農
村
女
性
が
講
話
を
聞

き
、
料
理
の
試
食
、
視
察
な

ど
を
行
っ
て
交
流
を
深
め

た
。県

知
事
か
ら
マ
イ
ス
タ
ー

の
認
定
を
受
け
た
農
村
女
性

リ
ー
ダ
ー
で
つ
く
る
県
農
村

生
活
マ
イ
ス
タ
ー
協
会
（
会

合
に
合
わ
せ
勤
務
時
間
を
午

前
７
時

分
か
ら
午
後
５
時

の
間
で
１
時
間
単
位
で
選
べ

る
よ
う
に
し
た
。
こ
れ
ら
の

取
り
組
み
に
よ
り
、
新
規
募

集
す
る
こ
と
な
く
社
員
の
紹

介
で
マ
マ
友
３
人
を
正
社
員

と
し
て
雇
用
。
同
社
が
地
域

で
評
判
と
な
り
求
職
者
が
集

ま
り
、
現
在
で
は
女
性
の
正

規
社
員
は
７
人
に
増
え
、
正

規
社
員
２
人
が
執
行
役
員
へ

昇
進
し
た
。

大
西
さ
ん
は
「
良
い
環
境

を
作
る
こ
と
で
中
山
間
地
で

も
安
定
し
て
従
業
員
を
確
保

で
き
る
。
現
在
は
厚
生
労
働

省
の
『
え
る
ぼ
し
認
定
』
申

請
に
向
け
て
整
備
し
て
い

る
」
と
話
す
。

【
岐
阜
】
高
山
市
上
宝
町

で
ト
マ
ト
や
パ
プ
リ
カ
、
菌

床
し
い
た
け
な
ど
を
生
産
す

る
㈱
ア
ル
プ
ス
農
場
（
大
西

洋
介
代
表
）
は
、
労
働
環
境

整
備
や
正
社
員
登
用
な
ど
女

性
が
働
き
や
す
い
環
境
を
作

り
、
社
員

人
の
う
ち
女
性


人
が
活
躍
し
て
い
る
。

大
西
さ
ん
は
「
働
き
手
が

減
る
中
山
間
地
で
人
材
確
保

を
す
る
に
は
社
員
が
働
き
や

す
い
環
境
整
備
が
必
要
」
と

５
年
前
か
ら
取
り
組
み
を
開

始
。
能
力
に
応
じ
て
昇
給
す

る
よ
う
、
栽
培
技
術
や
免
許

取
得
な
ど
段
階
ご
と
に
時
給

単
価
が
変
わ
る
人
事
評
価
制

度
を
導
入
し
、
目
標
の
見
え

る
化
と
共
有
に
よ
り
社
員
の

モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
向
上
に
つ

な
が
っ
た
。

ま
た
、
女
性
の
正
社
員
登

用
を
よ
り
進
め
る
た
め
、
パ

ー
ト
の
意
見
を
聞
き
、
就
業

規
則
を
見
直
し
、
家
庭
の
都

時
、
Ｊ
Ｒ
和
歌
山
駅
前
の
和

歌
山
県
Ｊ
Ａ
ビ
ル
で
開
く
。

県
内
で
就
農
を
志
す
人
や

農
業
法
人
へ
の
就
職
を
希
望

す
る
人
な
ど
を
対
象
に
、
適

切
な
ア
ド
バ
イ
ス
を
行
い
、

就
農
促
進
を
図
る
こ
と
が
目

的
。当

日
は
、
県
や
市
町
、
Ｊ

Ａ
な
ど
が
出
展
す
る
13
の
ブ

ー
ス
で
個
別
相
談
を
受
け
る

ほ
か
、
先
輩
の
新
規
就
農
者

か
ら
実
践
事
例
の
発
表
が
行

わ
れ
る
。

県
農
林
大
学
校
就
農
支
援

セ
ン
タ
ー
の
林
俊
孝
主
任
は

「
来
場
者
そ
れ
ぞ
れ
の
質
問

に
丁
寧
に
応
え
て
い
き
た

い
」
と
話
し
て
い
る
。

相
談
の
予
約
は
、
同
セ
ン

タ
ー
（
☎
０
７
３
８
・
２
３

・
３
４
８
８
）
ま
で
。

【
和
歌
山
】
県
農
林
大
学

校
就
農
支
援
セ
ン
タ
ー
と
県

は
、
市
町
、
県
農
業
会
議
な

ど
と
共
催
し
て
「
Ｕ
Ｉ
タ
ー

ン
就
農
相
談
フ
ェ
ア
」
を
12

月
１
日
午
前
10
時
～
午
後
３

切
り
楽
し
め
る
一
日
」
に
な

る
こ
と
を
期
待
し
て
い
る
。

（
柏
崎
市
農
業
委
員
会
）

直
売
所
、
市
内
飲
食
店
に
よ

る
出
店
の
ほ
か
、
雑
貨
販
売

や
「
は
た
ら
く
車
」
の
展
示

な
ど
盛
り
だ
く
さ
ん
の
催
し

が
予
定
さ
れ
て
い
る
。

昨
年
は
、
Ｊ
Ａ
が
新
米
や

地
場
産
野
菜
を
販
売
。
ネ

ギ
、
大
根
、
サ
ト
イ
モ
な
ど

の
売
り
場
に
来
場
者
が
集
中

し
た
。
柏
崎
産
米
の
葉
月
み

の
り
、
米
山
プ
リ
ン
セ
ス
・

シ
ス
タ
ー
、
新
之
助
、
こ
し

い
ぶ
き
の
お
む
す
び
４
種

「
食
べ
比
べ
セ
ッ
ト
」
や
タ

マ
ネ
ギ
の
詰
め
放
題
も
注
目

を
集
め
た
。

実
行
委
員
会
事
務
局
で
は

「
住
民
が
地
域
の
食
を
思
い

【
新
潟
】
柏
崎
市
恒
例
の

「
か
し
わ
ざ
き
秋
の
収
穫

祭
」
が
10
月
27
日
、
文
化
会

館
ア
ル
フ
ォ
ー
レ
周
辺
で
開

か
れ
る
。
地
元
の
新
鮮
野
菜

や
グ
ル
メ
が
並
び
、
約
１
万

４
千
人
（
昨
年
）
の
来
場
者

で
に
ぎ
わ
う
食
の
一
大
イ
ベ

ン
ト
が
今
年
も
や
っ
て
く

る
。
今
年
で
７
回
目
。

柏
崎
市
や
Ｊ
Ａ
え
ち
ご
中

越
な
ど
で
つ
く
る
実
行
委
員

会
が
主
催
。
農
林
水
産
物
の

い
」
と
苦
悩
す
る
声
が
出
る

一
方
で
、
現
在
も
営
農
し
て

い
る
農
業
者
か
ら
「
耕
作
を

続
け
た
い
」
と
い
う
力
強
い

声
も
出
る
な
ど
、
熱
心
に
検

討
が
行
わ
れ
た
。

今
後
、
他
の
地
区
で
も
順

次
農
業
委
員
を
中
心
に
将
来

に
向
け
た
話
し
合
い
を
進

め
、
地
域
計
画
を
年
度
内
に

策
定
す
る
予
定
だ
。

（
笠
置
町
農
業
委
員
会
）

者
８
人
が
参
加
し
た
。

話
し
合
い
の
場
で
は
農
業

委
員
が
中
心
に
な
り
、
目
標

地
図
を
作
成
す
る
た
め
現
況

を
確
認
し
な
が
ら
、
将
来
の

地
域
農
業
と
農
地
の
在
り
方

に
つ
い
て
議
論
を
交
わ
し

た
。中

山
間
地
域
の
た
め
狭
小

な
条
件
不
利
農
地
が
多
く
、

高
齢
者
の
割
合
が
50
％
を
超

え
る
笠
置
町
で
は
、
今
後
ど

う
農
地
を
守
っ
て
い
く
か
が

町
全
体
の
課
題
だ
。
話
し
合

い
の
参
加
者
か
ら
は
「
高
齢

化
で
保
全
管
理
が
精
い
っ
ぱ

【
京
都
】
笠
置
町
東
部
地

区
で
「
地
域
計
画
作
成
に
向

け
た
農
業
者
の
話
し
合
い
」

が
７
月
27
日
に
開
か
れ
、
農

業
者
15
人
が
参
加
。
９
月
15

日
に
は
同
町
切
山
地
区
で
も

話
し
合
い
が
行
わ
れ
、
農
業

兵
庫
県
認
証
食
品
な
ど
の
安
心
・
安

全
な
農
産
物
を
市
街
地
の
住
民
に
知
っ

て
も
ら
う
の
が
目
的
で
、
Ｊ
Ａ
兵
庫
六

甲
と
連
携
し
２
０
２
２
年
か
ら
実
施
。

来
客
者
か
ら
は
「
毎
回
、
新
鮮
市
を
楽

し
み
に
し
て
い
る
」
と
好
評
で
、
10
月

23
日
も
ナ
ス
、
キ
ュ
ウ
リ
、
ト
マ
ト
、

柿
な
ど
旬
の
農
産
物
や
ジ
ャ
ム
な
ど
の

加
工
品
が
販
売
さ
れ
る
。

県
の
担
当
者
は
「
毎
回
多
く
の
人
に

お
越
し
い
た
だ
き
感
謝
し
て
い
る
。
生

産
者
の
こ
だ
わ
り
が
多
く
詰
ま
っ
た
神

戸
産
の
農
産
物
や
加
工
品
を
食
べ
て
、

元
気
と
幸
せ
を
チ
ャ
ー
ジ
し
て
ほ
し

い
」
と
語
る
。

新
鮮
市
に
関
す
る
問
い
合
わ
せ
は
、

神
戸
農
林
振
興
事
務
所
農
政
振
興
課

（
☎
０
７
８
・
７
４
２
・
８
３
２
５
）

ま
で
。

【
兵
庫
】
県
神
戸
県
民
セ
ン
タ
ー
で

は
、
神
戸
産
の
新
鮮
な
農
産
物
や
加
工

品
を
販
売
す
る
「
し
ん
な
が
た
新
鮮

市
」
を
新
長
田
合
同
庁
舎
で
毎
月
１
回

（
基
本
第
４
水
曜
日)

開
催
し
て
い
る


12
月
１
日

Ｕ
Ｉ
タ
ー
ン

就
農
相
談
フ
ェ
ア

和
歌
山
県
Ｊ
Ａ
ビ
ル
で

地
元
の
安
心･

安
全
食
品
Ｐ
Ｒ

庁舎で新鮮市市民らでにぎわう

兵
庫･

神
戸
県
民
セ
ン
タ
ー

地域計画の｢話し合い｣進む
目標地図 農業委員が議論リード

暮
ら
し
の
知
恵
学
び
合
う

暮
ら
し
の
知
恵
学
び
合
う

長
野･

農
村
生
活
マ
イ
ス
タ
ー
協
会

長
野･

農
村
生
活
マ
イ
ス
タ
ー
協
会

女
性
リ
ー
ダ
ー
が
交
流
会

女
性
リ
ー
ダ
ー
が
交
流
会

女
性
農
委
増
に
向
け
検
討
会

石
川･

金
沢
市
農
業
委
員
会

年
内
に
具
体
策
提
言
へ

地域の食｢思い切り楽しんで｣
秋の収穫祭 今月27日開催

女
性
働
く

環
境
づ
く
り
を
徹
底

岐
阜･

高
山
市

ア
ル
プ
ス
農
場

愛知･知立市 かきつ畑♪

｢都市農業は有機で｣
ＮＰＯ法人が勉強会

新鮮野菜などを求めてにぎわう新鮮市

京都･笠置町
農業委員会

来場者（右）に情報提供を行う

相談ブース（昨年のフェア）


講
話
に
の
ぞ
む
相
澤
さ
ん
（
中
央
）
、

一
堂
に
集
う
農
村
生
活
マ
イ
ス
タ
ー

目標地図について議論する笠置町

切山地区の農業者（９月15日）

１
回
目
の
検
討
会(

今
年
８
月)

新潟･柏崎市新潟･柏崎市

多くの客でにぎわう野菜直売所（昨年）
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